
○　本校の概要 令和8年2月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成してい
く態度を形成しま
す。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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○ボランティア活動に生徒さんが参加してくださることについて、
地域としても感謝しています。今後、社会人となって進んで協
力、貢献できるように成長してほしいと思います。
○学校生活のきまりは柔軟に必要に応じて変わってきているよ
うですが、規則のない中でその場に応じた対応も学んでいける
よう、まわりが示していけるよう工夫したいです。
○会社の部下（２０代）を見ると、そう言われてみれば創造力、課
題解決の情報活用能力が低い気がします。
○自ら考えることも大事で、校則の見直しについては、生徒の声
を聞いていただける場があるのはとてもありがたいと思います。
○「自分の考えを発表したりする活動をしたか」が９２％（昨年度
＋２０）は素晴らしい結果だと思います。日々の先生方の努力の
成果と思います。自分の考えをしっかり伝えることは、社会に出
て必須であると考えますので、引き続き取り組んでいただければ
と思います。
○あやめ学級が開設されても、STEAM教育はできると思いま
す。
○各ポイントUPはとても良いと思います。しかし、他の部分が表
記されていないので、マイナス面を表記する点も忘れずにお願
いします。
○防災訓練だけに終わらせない計画も進めてください。
○先生方は忙しい中、あやめ学級学びの場（開設）したことに
よって、学校はもちろん生徒達もある面大変だろうが、日常生活
に自分自身を振り返りながらも思いやりの心をもつことができる
良い面があり、共に頑張ってほしいと思っている。
○防災にも力を入れて、地域の消防団の指導によってきめ細や
かに勉強している。教職員も生徒達と共有することの大切さを学
んでいることに感謝しながらも、何かあったときには地域の担い
手になってもらえることだと思われる。学校の評価が低いと思い
ます。

○グローバル化している中で英語に長けていることは自信につ
ながると思います。蒲田中が都の教育委員会からも注目された
ことは、もっと広くに知らせてほしいです。
○いじめを「いじめである」という認識を誰もがもたなければなく
ならない。
○視野を広く、多面的にものごとを見られる大人になってほしい
と思います。そのために大切な授業をいつもありがとうございま
す。
○いじめ撲滅の件、いろいろと意見があるのは承知で、防犯カメ
ラの設置や警察からの指導等、そろそろ考えても良いので
は、、、
○学校内もきれいで、落ち着いているように感じる。
○英語教育が充実しているのはとても素晴らしいですね。外国
の方の人口も増えているので、自国はもちろん他国にも関心を
もつと将来に向けての視野が広くなると思います。
○目に見えることは気付きやすいですが、SNS利用など見えな
いところでの攻撃が一番深刻ですね。子ども達の小さな変化に
少しでも気付き、家庭での様子などもかなり大きなヒントになると
思います。
○ALTの常駐等、英語教育強化の取組が３年生の英検取得率
につながったのではと思います。世界で活躍できる人間に育つ
ため、引き続き英語教育に力を入れていただきたいと思います。
○評価は背伸びせず行われていると思います。前年度との比較
も行って向上点を確認している点もよいと思います。
○これからの時代は外国語が時代と共に重要な役割になると思
われる。先生方も力を入れてくださっている様子が、少人数で実
施したりして工夫をしている様子がよくわかる。ここでも学校の評
価は低いと思われます。
○いじめ等はどんなに先生方が細かく気配りしてくださってもあ
るとすれば、非常に残念であるが常に認知できるよう見守りに力
を注いでくださっている姿に感謝しております。

○栄養士さん達による日々の努力、工夫をありがたく思います。
あらゆる面で一流のものに触れさせてあげられる環境づくりは、
大人の役目だと思います。
○昼休みに校内巡視など大変かと。先生たちの労働環境も大切
にしてほしいです。
○息子達が小学生だった頃、中学校の部活動体験がとても楽し
かったのをよく覚えています。私立、区域外など選択肢がある中
で「あの楽しそうな蒲田中に行きたい」と思ってもらえたら嬉しい
です。
○生きていく上で基礎となる力は幼児期から始まっているので、
各所と連携をとった取組みは素晴らしいと思います。
○講師招聘による研修等、外部の知見を取り入れることは授業
の質の向上に役立つと思うので、今後も積極的に取り入れてほ
しいです。
○給食がおいしいということは、学校に行くのが楽しみになる１
つの要素だと思います。
○②学習態度が「４」と評価していますが、高過ぎませんか？４を
記すのであれば学力向上度合を示さなければ証明できません。
評価は謙虚でよいと思います。
○④情報共有は大切ですが、何の情報を共有しているのかが記
されていないので、評価に結びつけられないです、、、。
○道徳に対しても先生方は力を入れて教育してくださっている。
生徒が８６％と答えたことは素晴らしいと思います。先生は勉強
についての質問や疑問に対して９５％の生徒が評価している（素
晴らしい）。
○早寝早起きは家庭での責任、給食は９７％おいしくいただいて
いる様子に驚いているが、これはとても栄養士さん方の工夫等
に感謝です。
○先生方は日常的に情報共有、素晴らしいことだと思われる。
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　今年度はあやめ学級（自閉症・
情緒障害特別支援学級）が開設し
たこともあり、そちらに重点を置い
たため、ＳＴＥＡＭ教育に関する校
内研修（学びの場）を設定すること
はできなかった。理数だけではな
く、教科横断的な授業を展開し、人
としての創造力を伸ばす教育を実
践することが次年度以降の課題と
言える。
　学校評価アンケート「各教科で学
んだことを総合的にとらえ、課題を
解決しようとしているか」に対して、
８４％（昨年度＋１ポイント）の生徒
が肯定的な回答をした。
　学校内では、ボッチャ体験、救命
講習などを実施し、学校外ではボ
ランティア活動に取り組み、地域と
の関わりを重視してきた。特に、学
校支援地域本部（蒲中応援団）と
連携し、防災訓練を３年計画で強
化させたことは大きな成果である。
　学校評価アンケート「授業の中で
自分の考えを発表したりする活動
をしたか」に対して９２％（昨年度＋
２０ポイント）の生徒が肯定的な回
答をした。
　学校生活向上委員会を組織し、
生徒・保護者・地域・弁護士ととも
に今年度も校則の見直しを実施し
ている。学校評価アンケート「学校
生活のきまりに満足しているか」に
対して、８７％（昨年度＋１０ポイン
ト）の生徒が肯定的な回答をした。

　英語科の教員が少人数授業を
実施する上で、毎時間綿密な打合
せを行っている。また、今年度は
区の施策のおかげでＡＬＴが常駐
し、リスニングやスピーキングなど
のコミュニケーション能力の育成に
努めている。今年度は東京都教育
委員会からも、蒲田中の取組につ
いて生徒・教員から聞き取りがあっ
たほどである。学校評価アンケート
「英語の授業でＡＬＴの先生との授
業でコミュニケーションを図ること
ができたか」に対して、８９％（昨年
度－１ポイント）の生徒が肯定的な
回答をした。また、３年生の英検３
級以上取得率は６３％（昨年度＋
１８ポイント）と大幅に上昇した。
　人権教育について、学校全体で
いじめの撲滅に全力で取り組んで
いる。いじめを速やかに認知する
ため、休み時間等の校内巡視や
生徒との触れあいを学校全体とし
て取り組んでいる。学校評価アン
ケート「本校はいじめや暴力のない
学校づくりに取り組んでいるか」に
対して、８８％（昨年度＋２％）の生
徒が肯定的な回答をした。
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　特別の教科道徳の授業では、議
論を活発に行い、ＩＣＴ機器（タブ
レット等）を活用しながら生徒に深
く考えさせ、意見を全体で共有する
など、一人一人の心に響く授業を
目指している。学校評価アンケート
「道徳の授業は充実していて楽し
いと思えるか」に対して、８６％（昨
年度－２ポイント）の生徒が肯定的
な回答をした。
　また、道徳授業地区公開講座や
大学教授レベルの講師を招聘して
の校内研修を行うなど、日々の授
業改善に取り組んでいる。
　生徒の確かな学力の定着を図る
ため、教材研究や授業改善は教
員にとって必須である。学校評価
アンケート「先生は勉強についての
質問や疑問について丁寧に対応し
ているか」に対して、９５％（昨年度
－２ポイント）の生徒が肯定的な回
答をした。
　食育については、早寝早起き朝
ごはんの啓発、保健給食委員会
（生徒）による様々なキャンペー
ン、栄養士による指導等幅広く実
践している。学校評価アンケート
「本校の給食は工夫されていてお
いしいか」に対して、９７％（昨年度
＋４ポイント）の生徒が肯定的な回
答をした。
　小中一貫の日だけではなく、日
常的に小学校と情報を共有しなが
ら生徒指導に当たっている。
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２：

１：

４：

成果
評価

令和７年度　大田区立蒲田中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・学校規模　　生徒数２５５名（通常８学級、１学年８３名、２学年８９名、３学年７１名）、（特別支援２学級、１学年７名、２学年３名、３学年２名）、日本語学級併設
＜目指す学校像＞　・これからの社会を担う生徒に、やり抜く力を育み、生徒・保護者・地域から信頼される学校
＜目指す生徒像＞　・目標に向かって努力を続け、失敗を恐れず前向きに取り組み、成し遂げる力をもった生徒　・よりよい社会人になるために社会に貢献できる生徒の育成
◇令和６年度重点課題　【主体的に考え活動する生徒の育成】　〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善　　〇 ＩＣＴ機器を活用した授業実践　　〇 生徒会と共に学校ルールの見直しやボランティア活動の活性化
・特色ある教育活動
　◇地域と連携したボランティア活動の推進◇学校ホームページ内の動画配信等による充実したオンライン学習教材　　◇放課後、土曜、試験前の補習教室（数学・英語）
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学校関係者記入欄

9

2

0

0

Ｃ 0

３：

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
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Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた学
習支援、各種検定の実施を通して、すべて
のこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、行
動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視点
に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合う
心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

3

3

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を図っ
ている。

3

3

３：

2

２：

１：



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

　「地域とともにある学校」という視
点で、生徒・教職員ともにつながり
をとても大切にしている。地域行事
へやボランティア活動等、学校も
通じて積極的に呼びかけている。

　生徒の意識は高くなっていると感
じるが、学校評価アンケート「地域
行事やボランティア活動に積極的
に参加していると思うか」に対し
て、３６％（昨年度－１２ポイント）
が肯定的な回答をした。生徒のボ
ランティアは一部の生徒に偏りが
ちであることが課題と言える。

　毎月の避難訓練や安全指導を
計画的に実施している。地震、火
災、津波、不審者対応、Jアラート
など様々な想定で実施している。
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○災害時に中学生は自助・公助を求められていることを確認し、
まわりに進んで協力し援助できる行動をお願いしたいです。
○ボランティア活動が本当の意味で（ポイントをなくした時）ボラ
ンティアになった時の生徒の参加率はどれくらいなんだろうかと、
たまに意地悪なことを考えます（笑）が、、、それがきっかけで新
しい価値観を見つけたり、自分の価値を再確認したり、対応力や
リーダーシップを育むことができれば、素晴らしいことかと思いま
す。
○ボランティアの生徒さんが積極的に動いていただきありがたい
です。
○純粋なボランティア精神で取り組む子が大半だと思いたいで
すが、受検の際のPRのために参加する子も一定数いますね。そ
れに週末は習い事など予定のある子が多いから、、、との声をよ
く聞きます。
○こちらも（私たちも）ボランティア募集について工夫し、多くの方
が興味をもつように努めていきます。
○取組評価と成果評価、コメントに差異が感じられます。高評価
を示していますが、実際は行えていないと記しているのはよくな
いと思います。
○生徒ボランティアは、参加した生徒がまた友人を誘って参加し
たりと一部生徒に偏りがちはあるが、メンバーの変化もあったと
PTAで差し入れをする際に感じた。
○部活動によっては、興味があったり参加したい気持ちがあって
も日程によってはできないので、学校から募集するボランティア
でできるものが増えるとよい。
○「もう少しボランティアがあります」というアピールがあったら良
いかと、、、
○地域の活動等に青少対、連合活動等に対してすごく協力的に
接してくださっている姿に、地域としても中学生ともなればすごい
と感じながら頼りにさせて頂いております。いつも感謝していま
す。

○あいさつ運動が復活し生徒さんとご一緒させていただいてい
ますが、毎年あいさつ運動の目的をきちんと生徒さん、保護者の
方に説明していただくようお願いします。保護者の方のご協力も
必要です。先生方もかなり変わってきましたが、元気に出勤され
る方に生徒さんがよってくるし、それぞれに声をかけていて最高
です。わずかな時間ですが元気になり、明るく一日が過ごせま
す。
○ホームページを含め、Web発信は若い保護者世代等、今後興
味をもてるような工夫ができるとよいと思います。
○学校行事やイベントで地域の協力を感じるが、間接的な場面
が多いので、さらに直接的に交流があると生徒に刺激になると
思う。
○蒲愛会のお二人と毎週（木）のあいさつ運動に参加した際は、
生活委員の生徒と交流ができて、小さな地域のつながりを感じ
た。
○PTA活動についても、ここで検討してほしい。PTAの存続の危
機を知ってもらいたい。
○普段はなかなか顔を合わすことのない大人の方々に、あいさ
つ運動、運動会、学習発表会などの大きな行事を通して、見える
形で支えてもらっていることは、子ども達にとってもとても良い記
憶になると思う。
○保護者を当番制にしてはどうか、、、
○運動会、学習発表会等、必ず声をかけてくださり、いつも連絡
くださるのを楽しみにしており、出席させて頂いております。地域
の祭りなどにはPTA、先生方が見回りしてくださっているので、い
つも生徒達は見守られていると感謝しております。
○校長先生、副校長先生、また教職員が熱心に生徒に寄りそっ
てくださることに、あたたかい気持ちと感謝の心でお付き合いさ
せて頂いております。（全体的に、学校の自己評価低すぎです）

○先生方の工夫・改善・努力に頭が下がります。一方、生徒には
それが思うように伝わらないことも事実です。人材育成も若い先
生とベテランの先生に格差があり、ご苦労を感じます。
○部活動の外部（地域）委託等、積極的に進めていってほしいで
す。
○働き方改革について、先生方が自ら熱心に取り組んだ結果、
勤務時間が延びるのは仕方ないことかなと思います。頑張って
成果を出したことを正しく評価されることが大切と感じます。
○OJTによるスキルアップは現代的育成です。若手教員の皆さ
んが１歩でもスキルアップして、生徒への学びに結びつくとうれし
いです。学校内OJTを飛び越えて、区内OJT、都内OJTと進むと
よいですね。
○常に教室に先生がいてくださる環境がありがたいです。
○生徒１人１人に対して先生方は真剣に取り組んでいる姿にい
つも感謝の気持ちでおります。先生方の評価はもっと自信をもっ
てくださっていいのではと思います。

　外部講師を招聘して、年に３回校
内研修を実施した。教員の授業力
の向上を目的に指導・助言をいた
だいた。「誰一人取り残さない」こと
を目標に、個別最適な学びと協働
的な学びを意識した授業改善に向
けて取り組んでいる。教育委員会
による指導訪問では、ＩＣＴ機器の
効果的な活用も含めご指導をいた
だいた。
　学校評価アンケート「授業は分か
りやすく丁寧だと思うか」に対して９
２％（昨年度±０ポイント）の生徒
が肯定的な回答をした。
　本校は若手の教員が多いが、授
業力の向上に向けて日々努力をし
ている。学校公開の保護者アン
ケートでは、「分かりやすい」、「面
白い」、「やさしく親しみやすい」、
「熱心」などの高評価をいただいて
いる。主任教諭もたくさん転入して
きたため、今後も意図的・計画的
にＯＪＴをすすめ、教員の人材育成
に努めていきたい。
　残念ながら熱心なために、働き
方改革は進んでいない。大きな課
題である。

3

○いじめや不登校の問題は小学校からも増えています。まわり
のアドバイスも生徒さん一人一人で対応が違うと思うので、日々
よく見てあげられることも大切。先生方もお一人で抱えず、教職
員の皆さんに周知して取り組まれていることと思います。
○不登校の理由は人それぞれなので、その子に合った繊細な寄
り添いが必要なのではと思うので、相談しやすい環境や連携は
ありがたいです。
○（不登校について）取り巻く環境の変化が大きく関わっている
のかもしれません。特にSNSの影響は大きいかと、、、
○「学校生活が楽しい」９４％が肯定的でも不登校増加、、、不登
校の生徒からの回答なしでしたらわかりますが、、、
○不登校は非常に難しい問題ですが、別室登校も整備されたと
のこと。引き続き環境整備に取り組んでください。
○学校生活が楽しいかとアンケートをとってマイナスが出たこと
と、不登校生と増加の因果関係を調査するとよいと思います。
○②が評価「４」で、不登校生徒が増えているのは矛盾があると
思います。
○働き方改革はなかなか大きな課題であると思うが、それだけ
生徒たちに時間を使って頂けたと思うと胸があつくなります。
○別室にも登校できない子もいる。その親子はどうしたら良いか
不安を抱えている。
○校内委員会で先生方が対応策について、どうしたら生徒に
とっていいのかを情報共有している姿が見えて、別室登校にも
気配りがあり大変神経を使ってくださっている。学校生活は楽し
いとの問いに９４％、素晴らしいと思います。

　本校では校内委員会や不登校
対策委員会を積極的に開催してい
る。登校支援コーディネーターや不
登校対応巡回教員も交えて会議を
行い、生徒の情報を共有しなが
ら、対応策を検討している。
　別室登校も整備され、その運営
は順調に進んでいる。一方で不登
校生徒の出現率が多いのは、本
校の大きな課題である。

　休み時間はすべての教員が校
内を温かく見守り、生徒が安心し
て学校生活を送ることができるよう
に取り組んでいる。いじめの早期
発見・未然防止に努めるとともに、
学級集団調査（WebQU)を活用し、
面談を実施するなど、生徒の不安
を解消するよう、教職員一丸となっ
て取り組んでいる。

　学校評価アンケート「学校生活は
楽しいか」に対して、９４％（昨年度
－１ポイント）の生徒が肯定的な回
答をした。
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１：

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0

Ａ 7

Ｂ

Ｄ

２：

１：

４：

１：

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとりの
状況にあわせて
教育環境を整え
るとともに、相談
機能の充実を図
ることで、すべて
の児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

４：

校内研究等の
OJTの充実を通し
て、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の組
織的な運営力を
向上します。あわ
せて、教師がやり
がいをもって働く
ことができる魅力
的な環境づくりを
進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

３：

３：

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその双
方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。
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２：

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学校
づくりや地域の特
色を生かした学
校づくりを進める
とともに、学校・家
庭・地域が連携・
協働して、地域社
会全体でこどもた
ちを育成します。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動を
行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を整
備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等のた
めの組織的な対応を実施している。
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③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行っている。
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Ｂ 2

　特に今年度は、防災訓練で３年計画
を見通して、放水体験を新たに追加し
た。消防署、消防団、蒲中応援団等と
連携しながら実施することができた。救
命講習も例年通り実施を予定してい
る。

　運動会や学習発表会等の諸行事に
おいて、PTAをはじめ蒲中応援団、地
域の方々にも受付、見回り、熱中症対
策など、様々な形で支援をしていただ
いた。これからも地域に愛される学校
を目指して取り組んでいきたい。

　生徒の健全育成や見守り（安全指
導）を目的に、毎週木曜日に「あいさつ
運動」を生徒と蒲愛会の方々が一緒に
なって実施している。とても良い取組で
あるため、今後も継続していきたい。
祭礼パトロールをPTAとともに実施す
ることができた。

　学校だより等をホームページに掲載
し、情報を発信しているが、更新の頻
度は今後の課題と言える。
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